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令和元年度第１２回 地域連携推進機構運営会議 

 議事要旨 

 

日 時: 令和元年１０月１８日（金） １６：００～１７：１５ 

場 所: 大学本部棟２階 第二会議室 

出席者: 牛窪 潔（機構長）、竹村 明洋（副機構長 兼 産学官連携部門長）、背戸 博史（地域連携企画室

長 兼 生涯学習推進部門長）、島袋 亮道（地域連携企画室 特命准教授）、小島 肇（地域連携企

画室 特命准教授）、柴田 聡史（生涯学習推進部門 准教授）、畑中 寛（地域連携企画室 特命准

教授） 

欠席者: 新田 早苗（総合企画戦略部長）、玉城 理（産学連携推進部門 准教授）、眞榮平 孝裕（産学官

連携部門 教授(併任)）、金城 徹（総合企画戦略部 地域連携推進課長）、瀬名波 出（産学官連

携部門 教授(併任)） 

陪席者: 富永 千尋（研究企画室 特命教授）崎山 英樹（課長代理(併)企画係長）、赤嶺 雅哉（地域連携

推進係長）、與儀 あゆみ（産学連携推進係長）、金城 まなみ（企画係主任）、田頭 明子（地域

連携推進係主任）、宮平 知佳子（地域連携推進係員）、天願 翔太（産学連携推進係員）、照喜名 

佑悟（企画係員） 

 

※審議に先立ち、９月１３日開催の令和元年度第１１回運営会議議事要旨（案）について確認があり、

了承された。 

 

＜審議事項＞ 

議長から、次の５件の事項における機構の今後の対応について審議を行う旨提案があり、各担当か

ら説明の上、審議を行った。 

 

１．プロジェクトシート８月確認について 

各室・部門長から、資料（審議１）に基づき、プロジェクトシート８月確認について説明があった。

審議の結果、提案のとおり了承された。 

 

２．非常勤講師（コーディネーター）委嘱について 

背戸室長から、資料（審議２）に基づき、非常勤講師（コーディネーター）委嘱について説明があ

った。審議の結果、提案のとおり了承された。 

 

３．国立大学法人琉球大学研究成果有体物取扱規程の一部改正について 

竹村部門長から、資料（審議３）に基づき、国立大学法人琉球大学研究成果有体物取扱規程の一部

改正について説明があった。審議の結果、新旧対照表の改正理由に記載にされていた「ヒト試料（情

報）」のカッコ書き「（情報）」を削除することで了承された。 
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４．平成 31年度公開講座の開講追加について 

  背戸部門長から、平成 31 年度公開講座の開講追加について説明があった。審議の結果、提案のと

おり了承された。 

 

５．平成 31年度琉球大学公開授業追加について 

  背戸部門長から、平成 31 年度琉球大学公開授業追加について説明があった。審議の結果、提案の

とおり了承された。 

 

６．その他（『琉大未来共創フォーラム』について） 

  牛窪機構長から、『琉大未来共創フォーラム』について説明があった。今後は本機構が実施母体とな

ることが了承された。また、第２回目の講師として津田塾大学学長の高橋裕子先生を招聘することが

了承された。 

 

＜報告事項＞ 

議長から、次の４つの事項について機構の現状の認識と情報の共有を図るため、各担当から報告を

行うよう発言があった。 

 

１．沖縄の産業まつり出展について 

  竹村部門長から、資料（報告１）に基づき、報告があった。 

 

２．福井大学視察について 

竹村部門長から、資料（報告２）に基づき、報告があった。 

 

３．第３１回国立大学法人共同研究センター長等会議について 

  竹村部門長から、資料（報告３）に基づき、報告があった。 

 

４．各室・部門の当面の活動予定（主要事項）について 

各室・部門から、資料（報告４）に基づき、それぞれ報告があった。 

 

５．その他 

  小島特命准教授から、大阪市港区との連携協定に係る大阪出張について報告があり、琉大側と港区

側のメリット・デメリットを精査した上で連携協定の締結について取り組む旨の報告があった。 

   

  畑中特命准教授から、来年度開催予定の 70周年事業に向けた今年度の FD・SD研修について報告が

あった。 


